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・このテーマにした動機

３年生が同じテーマで研究していたのに興味を持った。３年生が同じテーマで研究していたのに興味を持った。３年生が同じテーマで研究していたのに興味を持った。３年生が同じテーマで研究していたのに興味を持った。
また、その研究はまだ未完成でもあったのでさらに詳しくまた、その研究はまだ未完成でもあったのでさらに詳しくまた、その研究はまだ未完成でもあったのでさらに詳しくまた、その研究はまだ未完成でもあったのでさらに詳しく
研究してみようと思った。研究してみようと思った。研究してみようと思った。研究してみようと思った。

・・・・実験内容

密度ごとに角材の浮かび方を調べる。密度ごとに角材の浮かび方を調べる。密度ごとに角材の浮かび方を調べる。密度ごとに角材の浮かび方を調べる。

・準備したもの

工作紙工作紙工作紙工作紙 角材（正方形の面を持つ直方体）角材（正方形の面を持つ直方体）角材（正方形の面を持つ直方体）角材（正方形の面を持つ直方体） エタノールエタノールエタノールエタノール
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シミュレーション（模擬実験）
工作紙を用いて角材の密度によって浮かび方がどのようになるのかを調べる。工作紙を用いて角材の密度によって浮かび方がどのようになるのかを調べる。工作紙を用いて角材の密度によって浮かび方がどのようになるのかを調べる。工作紙を用いて角材の密度によって浮かび方がどのようになるのかを調べる。
また、２種類の浮かび方の境目となる密度を求める。また、２種類の浮かび方の境目となる密度を求める。また、２種類の浮かび方の境目となる密度を求める。また、２種類の浮かび方の境目となる密度を求める。

１，工作紙を任意の密度の角材に見立て、水に浮かべた時の水面の１，工作紙を任意の密度の角材に見立て、水に浮かべた時の水面の１，工作紙を任意の密度の角材に見立て、水に浮かべた時の水面の１，工作紙を任意の密度の角材に見立て、水に浮かべた時の水面の
位置を確認する位置を確認する位置を確認する位置を確認する

２，時計回りに少し傾けたときの水面の位置で２つに切り、水に沈ん２，時計回りに少し傾けたときの水面の位置で２つに切り、水に沈ん２，時計回りに少し傾けたときの水面の位置で２つに切り、水に沈ん２，時計回りに少し傾けたときの水面の位置で２つに切り、水に沈ん
でいる方の重心を求めるでいる方の重心を求めるでいる方の重心を求めるでいる方の重心を求める

３，切る前の正方形の重心から鉛直下向きに重力を、沈んだ部分の３，切る前の正方形の重心から鉛直下向きに重力を、沈んだ部分の３，切る前の正方形の重心から鉛直下向きに重力を、沈んだ部分の３，切る前の正方形の重心から鉛直下向きに重力を、沈んだ部分の
重心から鉛直上向きに浮力をそれぞれ示す重心から鉛直上向きに浮力をそれぞれ示す重心から鉛直上向きに浮力をそれぞれ示す重心から鉛直上向きに浮力をそれぞれ示す

４，この角材（方眼紙）がどちらの浮かび方になるかを調べる４，この角材（方眼紙）がどちらの浮かび方になるかを調べる４，この角材（方眼紙）がどちらの浮かび方になるかを調べる４，この角材（方眼紙）がどちらの浮かび方になるかを調べる

これを初期状態がＡとＢの両方で調べる。これを初期状態がＡとＢの両方で調べる。これを初期状態がＡとＢの両方で調べる。これを初期状態がＡとＢの両方で調べる。

    

例：初期状態がＡタイプ、密度０．５の場合例：初期状態がＡタイプ、密度０．５の場合例：初期状態がＡタイプ、密度０．５の場合例：初期状態がＡタイプ、密度０．５の場合

  
 

浮力

重力

    

初期状態がＢタイプの場合初期状態がＢタイプの場合初期状態がＢタイプの場合初期状態がＢタイプの場合

傾けた時の水面傾けた時の水面傾けた時の水面傾けた時の水面
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角材の密度と浮かび方の関係角材の密度と浮かび方の関係角材の密度と浮かび方の関係角材の密度と浮かび方の関係
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実験1
・角材の密度を求め、水に浮かべた時の浮き方を調べる。・角材の密度を求め、水に浮かべた時の浮き方を調べる。・角材の密度を求め、水に浮かべた時の浮き方を調べる。・角材の密度を求め、水に浮かべた時の浮き方を調べる。

手順①角材の質量を求める。手順①角材の質量を求める。手順①角材の質量を求める。手順①角材の質量を求める。

②体積を求める。②体積を求める。②体積を求める。②体積を求める。

③角材の質量を体積で割りその角材の密度を求める。③角材の質量を体積で割りその角材の密度を求める。③角材の質量を体積で割りその角材の密度を求める。③角材の質量を体積で割りその角材の密度を求める。

・・・・ 質量質量質量質量 ／／／／ 体積体積体積体積 ＝＝＝＝ 密度密度密度密度

④水に浮かべ角材の浮き方を調べる。④水に浮かべ角材の浮き方を調べる。④水に浮かべ角材の浮き方を調べる。④水に浮かべ角材の浮き方を調べる。

・角材①・角材①・角材①・角材①

質量質量質量質量 ：：：： ４９．１ｇ４９．１ｇ４９．１ｇ４９．１ｇ

体積体積体積体積 ：：：： ８６．４３６㎝８６．４３６㎝８６．４３６㎝８６．４３６㎝

密度密度密度密度 ：：：： ０．５７ｇ０．５７ｇ０．５７ｇ０．５７ｇ/㎝㎝㎝㎝

・角材②・角材②・角材②・角材②

質量質量質量質量 ：：：： ４８．９ｇ４８．９ｇ４８．９ｇ４８．９ｇ

体積体積体積体積 ：：：： ７７．９７６㎝７７．９７６㎝７７．９７６㎝７７．９７６㎝

密度密度密度密度 ：：：： ０．６３ｇ０．６３ｇ０．６３ｇ０．６３ｇ/㎝㎝㎝㎝

   

結果

密度が０．５７と０．６３なのでシミュレーションで求めたグラフの通り密度が０．５７と０．６３なのでシミュレーションで求めたグラフの通り密度が０．５７と０．６３なのでシミュレーションで求めたグラフの通り密度が０．５７と０．６３なのでシミュレーションで求めたグラフの通り
２つともＢタイプで浮かんだ。２つともＢタイプで浮かんだ。２つともＢタイプで浮かんだ。２つともＢタイプで浮かんだ。

角材①角材①角材①角材① 角材②角材②角材②角材②

                 
 

    

実験２

水をエタノールに変えて浮かべた時の浮き方を調べる水をエタノールに変えて浮かべた時の浮き方を調べる水をエタノールに変えて浮かべた時の浮き方を調べる水をエタノールに変えて浮かべた時の浮き方を調べる

角材①の浮かび方は変わらなかったが、角材②はＡの角材①の浮かび方は変わらなかったが、角材②はＡの角材①の浮かび方は変わらなかったが、角材②はＡの角材①の浮かび方は変わらなかったが、角材②はＡの
浮かび方に変わった。浮かび方に変わった。浮かび方に変わった。浮かび方に変わった。

角材①角材①角材①角材① 角材②角材②角材②角材②

結果

実験２の結果の考察

エタノールの密度は０．７９であり、水より小さいので角材の浮かび方エタノールの密度は０．７９であり、水より小さいので角材の浮かび方エタノールの密度は０．７９であり、水より小さいので角材の浮かび方エタノールの密度は０．７９であり、水より小さいので角材の浮かび方
が変わったと考えられる。が変わったと考えられる。が変わったと考えられる。が変わったと考えられる。

・エタノールの密度を・エタノールの密度を・エタノールの密度を・エタノールの密度を １１１１ とするととするととするととすると

角材①は０．５７／０．７９＝０．７２なので浮かび方は変わらない。角材①は０．５７／０．７９＝０．７２なので浮かび方は変わらない。角材①は０．５７／０．７９＝０．７２なので浮かび方は変わらない。角材①は０．５７／０．７９＝０．７２なので浮かび方は変わらない。

角材②は０．６３／０．７９＝０．７８となりＡの浮かび方に変化する。角材②は０．６３／０．７９＝０．７８となりＡの浮かび方に変化する。角材②は０．６３／０．７９＝０．７８となりＡの浮かび方に変化する。角材②は０．６３／０．７９＝０．７８となりＡの浮かび方に変化する。

と、考えられる。と、考えられる。と、考えられる。と、考えられる。

   

まとめ
・・・・角材の浮かび方はその密度によって決まってる。角材の浮かび方はその密度によって決まってる。角材の浮かび方はその密度によって決まってる。角材の浮かび方はその密度によって決まってる。
・密度が０～０．２３か、０．７３～１はＡのように浮かぶ。・密度が０～０．２３か、０．７３～１はＡのように浮かぶ。・密度が０～０．２３か、０．７３～１はＡのように浮かぶ。・密度が０～０．２３か、０．７３～１はＡのように浮かぶ。
・０．２３～０．７３はＢのように浮かぶ。・０．２３～０．７３はＢのように浮かぶ。・０．２３～０．７３はＢのように浮かぶ。・０．２３～０．７３はＢのように浮かぶ。
・密度が０．２３もしくは、０．７３ちょうどの場合はどんな浮かび方・密度が０．２３もしくは、０．７３ちょうどの場合はどんな浮かび方・密度が０．２３もしくは、０．７３ちょうどの場合はどんな浮かび方・密度が０．２３もしくは、０．７３ちょうどの場合はどんな浮かび方

も安定であると考えられる。も安定であると考えられる。も安定であると考えられる。も安定であると考えられる。
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